
2018/11/9 -11 加賀 RoboRAVE 国際大会参加報告 

 

2018 年 11 月 9 日（金）～11 日（日）の 2 泊 3 日で加賀 RoboRAVE 国際大会に参加しま

した。 

11 月に入り肌寒い日となりました。初日

到着時は雨模様でしたが、予選、決勝が

行われた 2 日目 3 日目は天候に恵まれ晴

れていました。 

 

今年は海外からアメリカ・中国・台湾・シ

ンガポールの計 42 チーム、国内チームと

併せて過去最高の 163 チーム、455 人の

選手がエントリーし、5 競技 11 部門にお

いて熱戦を繰り広げました。 

石川県外からは東京・大阪・福岡・滋賀・

岐阜・愛知、富山などからエントリーが

ありました。 

 

 

 

 

■1 日目 

朝から現地入りする 2 名を除き、参加選手 6 名、スタッフ 2 名で引率し羽田空港から出発

しました。 

飛行機の出発が 30 分遅れましたが、現地スタッフが快く迎えてくれ、ホテルまで送迎して

くれました。 

 

ホテル到着後、近くの食堂にて参加者全員で食事をとりました。先に現地入りしていたメン

バーから会場やフィールドの様子など報告してもらいました。 

明日の出発、会場での行動を確認し初日は終了です。 

 

 

 

 

 



 

■2 日目 

朝、ホテルから会場まで加賀市手配のバス

にて移動。 

同じホテルには台湾チームや他地域から参

加したチームもいました。 

会場到着後、受け付けをチームごとに済ま

せ、パドック入りします。パドックはチーム

ごとに分かれていました。 

 

RoboRAVE の各競技は練習と本番の試合は混合した形で実施されます。 

各自練習して、本番にチャレンジしたくなったら審判に申請して実施という形になります。 

各チームは個々のペースで調整をしていってもらいました。 

初日は予選会のみとなり、各自調整が進んできた所で本番に挑戦していました。 

 

各競技の内容や昨年度と異なった部分は 

（１）アメージング 

フィールドのコースで三角形のコーナーが使われている部分があり、

そこだけ幅がせまくなっている場所がありました。こちらは想定して

いなかったことです。このようなフィールドの組み方もあるというこ

とがわかりました。 

 

 

（２）ラインフォローイング 

フィールドの大きさは同じですが、コースが全体的に長

くなりました。かなり急なカーブがあり、曲がるのに苦心

しているチームが多く見られました。 

コースが長くなったことにより、何度も走行して卓さん

のボールを運ぶということができなくなりました。制限

時間はそのままだったので 1 回運ぶのが精一杯のチーム

が多かったようです。 

また、ボールについてはチームごとに最初にクラスごと

に最大個数（小学生であれば 137 個）のボールが配布さ

れました。つまり最大個数しか運べないということです。 

昨年のように自分で数えて運ぶということはなくなったのでオーバーするチームはほとん

どありません。満点を出すチームが増える一方、より速く運べた方が勝つという構図になり



ました。 

（３）スモーボット 

スモーボットは今年初めて参戦しました。ルール規定

があまく、大きさチェックは初日のみ、重さチェックの

み競技ごとに行うという形式でした。 

大きさチェックが初回以降ないため、外国チームには

大きさオーバーをしているチームがあったように思わ

れました。 

また、対戦相手は自由に選べる形式のため、弱いチームを選んで対戦申し込みをするという

チームが多く見受けられました。 

（４）ジャスティング 

ライン上を走行して相手のロボットに乗った騎士（缶）

を落とした方が勝ちという競技です。東日本からの参

加チームはいませんでした。相手とすれ違う際の騎士

から出た槍（棒）の当たり方やスピードなど運的な要

素もあり、競技参加者は盛り上がっていたようです。 

 

（５）ロボットベート 

「暮らしに役立つもの」をテーマにロボットを自作し、各ブースでプレゼンテーションを行

う競技です。プレゼンテーションを見た人の投票によって順位が決まります。タッチセンサ

ーを押すことでメロディを奏でるマシンや交通システムを模したマシンなどが見られまし

た。 

 

開会式では、RoboRAVE International の Russ氏、加賀市長らのあいさつがありました。 

予選後、夕方から選手による交流会が実施されました。ランダムに名札に入れられた同じ番

号の選手を探すゲームが行われました。 

また、NASA のスタッフによるワークショップや和太鼓演奏など会場全体を盛り上げてい

ました。 

初日終了時点で、アメージング smile6 位、ROBO -ONE-HTMTS 8 位、スモーボット

EastJapanT&H12 位という記録でした。 

練習のみで本番に挑戦していないチームもあり、最終日は混雑も予想されることから早目



の本番挑戦を促しました。 

 

■3 日目 午前予選会、午後決勝 

3 日目は開始が８時と早く、早朝から出発

となりました。心配していた遅刻もなく

無事会場に到着。 

予選時間が 3 時間と限られていることを

確認し競技に臨みました。 

 

予選終了後は決勝トーナメントですが、

予選で終了したチームは表彰式まで時間

がありました。機材の片付けや他チーム

の決勝トーナメントの様子を見学しなが

ら過ごしました。 

 

競技結果は 

予選終了時点で、smile が 3 位となってい

て集計結果を待つこととなりました。 

結果、台湾チームに逆転を許し 5 位とな

り、おしくも入賞を逃しました。しかし、

日本チームの中では 1 位という結果で大変がんばったと思います。 

 

スモーボットは ROBO  ONE-HTMTS が予選 8 位となり、決勝トーナメントに進出、1 回

戦に臨みました。しかし、海外チームの強さに圧倒され、1 回戦敗退となりました。こちら

も日本チームの中では 1 チームだけ決勝トーナメント進出でした。 

 

各チームの主な結果は以下の通りです。 

 

小学生 

アメージング 

smile 3053 点 5 位 

ROBO  ONE-HTMTS 3003 点 10 位 

ラインフォローイング 

East JapanT&H 2656 点 15 位 

smile 1500 点 19 位 

ROBO  ONE-HTMTS  300 点 21 位 



スモーボット 

ROBO  ONE-HTMTS  17 点 8 位、決勝トー

ナメント 1 回戦敗退 

East JapanT&H 2 点 14 位 

 

中学生 

ラインフォローイング 

チェゴ TD  0 点 19 位 

スモーボット 

チェゴ TD  3 点 14 位 

 

参加チーム、メンバー各自よく調整に励んでいました。 

 

競技会自体は昨年度同様、自由な雰囲気で開催されていて、各チーム各自で判断して臨むと

いう形式となり参加者が楽しむことに主眼が置かれていました。 

その一方、細かなルールの徹底や子供たちの自主的な学びの場としての環境提供がまだで

きていない部分があり、課題と感じるものがありました。 

１つ１つの課題について加賀市の運営団体に提言し、よりよい環境で子供たちが競技に参

加できるように進めていくことが必要だと感じています。NEST としてロボカップでの運

営実績、経験を踏まえ提言していきたいと思います。 


